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本
稿
は
、
大
和
国
山
辺
郡
小
山
戸
村

(奈
良
県
山
辺
郡
都
祁
村
大
字
小
山
戸
)
の

北
家
の
、
元
禄
期
頃
の
人
物
、
北
吉
品
の
記
録
に
つ
い
て
の
小
論
で
あ
る
。
吉
品
は
、

同
村
の
庄
屋
で
あ
り
、
ま
た
、
当
地
域
二
〇
か
村
の
大
庄
屋
で
も
あ

っ
た
が
、
隠
居

後
は
月
峯
と
号
し
て
郷
土
史
に
お
い
て
活
躍
し
た
。
本
稿
で
は
郷
土
史
家
と
し
て
の
、

彼
の
記
録
を
取
り
上
げ
る
。
そ
の
問
題
点
は
、
月
峯
は
、
南
朝
の
立
場
に
立

っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
の
に
、
南
北
朝
時
代
に
つ
い
て
の
記
録
に
、
北
朝
年
号
を
使
用
し

て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
点
を
糸
口
と
し
て
、
北
氏
等
の
記
録
の
問
題
点
を
明
ら
か

に
し
、
そ
の
由

っ
て
き
た
る
所
以
を
解
明
し
て
み
た
い
。

な
お
、
本
稿
は
、
平
成
五
年
七
月

一
八
日

(日
)
に
、
山
辺
郡
都
祁
村
大
字
針
の

交
流
セ
ソ
タ
ー
で
行
な
っ
た
、
奈
良
大
学
教
養
講
座
と
し
て
の
講
演

「中
世
後
期
の

東
山
内
在
地
武
士
の
動
き
に
つ
い
て
の
疑
惑
」
と
、
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、

同
年

一
〇
月

一
六
日
に

「北
吉
品
考
-
都
祁
村
地
域
の
中
世
後
期
国
人
の
動
向
1
」

と
題
し
て
、
奈
良
史
学
会
に
お
い
て
研
究
発
表
し
た
。

は
じ
め
に

弘

旧
都
介
野
村

・
束
里
村
地
域

(現
都
茱
村

・
室
生
村
内
)
を
、

「染
田
天
神
縁

ハ
ユ

リ
起
」
に

「東
山
内
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
東
山
内

(ひ
が
し

・
さ
ん
な
い
)
と

仮
称
し
て
お
く
。
こ
の
地
域
の
中
世
の
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
主
な
も
の
は
、

つ

ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
九

一
四
年
の

『大
和
志
料
』
上
巻
、
五
二
年
の

『
奈
良

県
綜
合
文
化
財
調
査
報
告
』
、
五
五
年
の

『
都
介
野
村
史
』
、
六
六
年
の

『
室
生

ハ
　

り

村
史
』
、
七

一
年
の
、
竹
田
聴
州
氏
の

「郷
墓
寺
来
迎
寺

の
成
立
発
展
」
、
八
五

ハ
　

り

年

の

『都
祁
村
史
』
、
八
六
年
の
、
安
田
次
郎
氏
の

「東
山
内

一
揆
」
、
九

一
年

ハ
る
り

の
拙
稿

「中
世
後
期
大
和
国
東
山
内
衆

(国
人
)
の
動
向
に
つ
い
て
」
、
八
四
年

.

九
三
年
の

『
奈
良
県
史
』

一
〇

・
=

巻
が
主
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
史

料
と
し
て

『
姓
氏
大
辞
典
』
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
諸
研
究
に

導
か
れ
た
結
果
と
し
て
の
小
論
で
あ
る
。

一
、
北
氏
に

つ
い
て

(
1
)
ま
ず
、
北
吉
品
の
記
録
の
問
題
点
を
挙
げ
る
と
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

ハ
　

り

「
北
氏
系
図
」
に
は
、

顕
国

暦
応
元
二
勢
州
北
畠
殿
幕
下

二
成
、
北
ノ
字

・
顕
字
共

二
受
ル
、
同

三
月

二
南
都

ニ
テ
死
、
鳥
屋
尾
力
貿
、
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良
云T

国
吉

北
畠
殿
幕
下
、
北
主
膳
又
越
中
、
母

ハ
鳥
屋
尾
石
見
守
女
也
、

吉
兼

北
越
中
、
南
都
衆
徒
、

又
越
後

実
兼

越
中
守
、
南
都
衆
徒
、
応

安
四
未
年
生
、
多
田
上
野
守
経
実
ヨ
リ
実

字
、
幕
紋
三
ツ
巴
ヲ
受

ル
、
永
享
九
年
九
月
十
六
日
染
田
寺

二
於
テ

千
句
連
歌
興
業
、

(
下
略
)

実
愈

伯
者
少
橡
、
南
都
ノ
衆
徒

也
、
明
徳
二
年
未
生

ル
、

(下
略
)

ハ
　
　

と
あ
る
。

「
北
氏
貞
享
元
年
記
録
」

に
は
、

貞
治
三
年
尾
張
斯
波
入
道
道
朝
、

興
福
寺
維
摩
会
領
越
前
国
河

口
庄
ヲ
押
領

ス
ユ
へ
北
越
中
実
兼
ヲ
道
朝
方

へ
遣
ス
、

と
見
え
る
。
右
史
料
の
う
ち
、

「北
氏
系
図
」
の
顕
国
以
下
五
人
は
、
す
べ
て
南

北
朝
時
代
に
は
、
北
畠
氏
磨
下
と
し

て
、

つ
ま
り
南
朝
方
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い

る
の
に
、
使
用
年
号
の
暦
応

・
応
安

・
明
徳
は
北
朝
年
号
で
あ
る
。
南
朝
方
の
北

氏
の
系
図
に
北
朝
年
号
が
使
用
さ
れ

て
い
る
の
は
不
可
解

で
あ
る
。

つ
ぎ
の
貞
享
元
年

の
記
録
は
、
興
福
寺
衆
徒

で
も
あ

っ
た
北
越
中
守
実
兼
が
、

同
寺
の
命
に
よ
り
、
越
前
の
同
寺
維
摩
会
領
河

口
庄
を
押
領
し
た
斯
波
道
朝
方
に

派
遣
さ
れ
た
と
い
う
記
録
で
、
近
世
貞
享
元
年

(
一
六
八
四
)
に
北
吉
品
の
書

い

た
も
の
と
い
う
。
南
朝
方
で
あ

っ
た

と
い
う
北
氏
の
子
孫
の
吉
品
が
、
北
朝
年
号

の
貞
治

(
三
年
)
を
使
用
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
後
述

の
、
彼
の
南
北
朝
時
代
の

記
録
も
、
北
朝
年
号
を
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
の
疑
惑
を
解
明
す
る
た
め
に
、
ま
ず

「都
祁
郷
土
会
々
長
」
と
紹
介
さ
れ

　
　
　

て
い
る
今
西
忠
男
氏
の
論
文

「
北
吉
品
と
大
和
名
所
旧
蹟
図
」

の
う
ち
、
北
吉
品

の
紹
介
に
つ
い
て
の
部
分
を
挙
げ
る
と

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

元
禄
の
頃
、
都
祁
村
小
山
戸

に
郷
土
史
家
、
北
弥
兵
衛
吉
品
と
云
う
人
が

い
た
。
北
氏
は
都
祁
氏

の
子
孫
と
称
し
、
中
世
は
大
乗
院
の
下
司
と
し
て
小

山
戸
付
近
を
領
有
し
た
豪
族
で
あ

っ
た
。

「北
」
と
云
う
姓
は
伊
勢
国
司
北

畠
氏
よ
り
与
え
ら
れ
た
と
伝
え

て
い
る
。

徳
川
時
代
、
今
の
都
祁
村

の
殆

ん
ど
が
藤
堂
藩
領
と
な
り
、
北
氏
は
小
山

戸
の
庄
屋
と

二
十
力
村
の
大
庄
屋
を
代
々
勤
め
て
い
た
。
弥
兵
衛
吉
品
は
延

吉
の
長
男
で
正
保

二
年
十

二
月
九
日
生
れ
た
。
幼
名
は
喜
太
郎
、
長
じ
て
平

次
郎
、
弥
兵
衛
、
左
近
衛
門
と
称
し
、
延
宝
七
年
三
十
五
才
に
し
て
父
の
跡

目
を
つ
い
で
大
庄
屋
と
な
っ
た
。
元
禄
十
四
年
五
十
七
才
の
時
大
庄
屋
を
子

時
懸
に
ゆ
ず

っ
て
隠
居
、
名
を
月
峯
と
改
め
て
閉
居
し
、
享
保
十
八
年
八
十

九
才
の
高
齢
で
病
死
し
た
。

(下
略
)

こ
れ
に
よ
る
と
、
北
吉
品
は
、
元
禄
期
頃
の
、
都
祁
村
小
山
戸
の
郷
土
史
家
で
あ

り
、
彼

の
先
祖
は
都
祁
氏
と
い
う
。

一
方
、
興
福
寺
大
乗
院
領

(小
山
戸
庄
)
の

下
司
で
も
あ

っ
た
。
ま
た
、
在
地
領
主

・
武
士
で
あ

っ
た
が
、
伊
勢
国
司
北
畠
氏

の
鷹
下
と
な
り
、
北
の
字
を
賜

っ
て
北
氏
を
称
し
た
と
い
う
が
、
今
西
忠
男
氏
は
、

そ
れ
以
前
の
北
氏
の
名
前

(小
山
戸
氏
)
に
つ
い
て
は
触
れ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

こ
の
点
と
も
か
く
と
し
て
、
近
世
に
な
る
と
小
山
戸
は
藤
堂
藩
領
と
な
り
、
北
氏

は
同
村
庄
屋
と
と
も
に
当
地
域
の
大
庄
屋
を
も
勤
め
た
と
い
う
。
正
保
二
年

(
一

六
四
五
)
出
生
、
享
保

一
八
年

(
一
七
三
三
)
に
八
九
才
で
没
し
て
い
る
。

つ
ま

り
、
元
禄
期
前
後
に
活
躍
し
た
こ
と
に
な
る
。
大
庄
屋
を
子
息
の
時
懸
に
譲

っ
て

後
は
隠
居
し
て

「
月
峯
」
と
号
し
た
よ
う
で
あ
る
。

(
2
)
北
吉
品
は
、
隠
居
後

「
月
峯
」
と
号
し
た
と
い
う
が
、
実
は
、

「
北
月
峯
」

な
る
人
物
を
載
せ
た
史
料
が
あ
る
。
天
正

一
〇
年

(
一
五
八
二
)
六
月
五
日
付
け

バ
　
　

の

「
伊
勢
国
司
諸
侍
役
付
」

で
あ
る
。
同
史
料
に
は
末
尾
に
、

「大
嶋
内
蔵
守
書

之
、
天
明
四
年
十
月
佐
波
幹
員
写
」
と
見
え
る
。
大
嶋
氏
は
、
同
史
料
に
、
北
畠

氏
家
臣
と
し
て
窺
え
る
。

「佐
波
」
氏
は
沢
氏

(次
に
記
す
)
の
子
孫
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
大
和
国
宇
陀
郡
武
士

で
北
畠
氏
磨
下
と
し
て
有
名
な
、
秋
山

・
沢

・
芳
野

の
三
氏
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
と
も
か
く
、
北
月
峯
に
つ
い
て
は
、

　
ヒ
カ
　

和
州
山
辺
郡
小
山
俣
戸
村
住
、
従
騎
藤
氏
北
畠
家
也
、
今
ノ
隠
居
ノ
名

北

月

峯

同
弥
兵
衛
尉

旗
本

同

監
物
正
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同

勘
兵
衛

と
見
え
る
。
伊
勢
国
司
北
畠
氏
は
、
天
正
四
年
具
教
が
、
織
田
信
長
に
自
刃
さ
せ

ら
れ
て
滅
亡
し
て
い
る
か
ら
、
天
正

一
〇
年
の
記
録
は
、
家
臣
で
あ

っ
た
大
嶋
内

蔵
守
が
、
過
去
の
記
録
と
し
て
記
し
た
も
の
と
、

い
ち
お
う
推
測
さ
れ
る
。
し
か

し
、
伊
勢
国
司
北
畠
氏
が
、
な
お
存
続
し
て
い
た
時
期
、
お
そ
ら
く
、
戦
国
時
代

末
期
頃
に
は
北
畠
氏
磨
下
と
し
て
北
氏
が
存
在
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　　
　

そ
れ
は
、
天
文
元
年

(
一
五
三
二
)
九
月
五
日
の

「
来
迎
寺
掟
」
の
署
判
者
に
は

「
小
山
戸
春
若
」
と
見
え
る
か
ら
、
小
山
戸
氏
が
北
畠
氏
の
磨
下
と
な
り
、
北
の

字
を
与
え
ら
れ
て
北
氏
を
称
し
た
の
は
同
掟
以
後

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
以
上
に
よ

る
と
、
前
掲
の

「北
氏
系
図
」

の
問
題
点
を
解
明
す
る
糸
口
が
見
出
せ
る
よ
う
で

あ
る
。

二
、
小
山
戸
氏
系
図
の
改
変

つ
ぎ
に
、
小
山
戸
氏
系
図
の
改
変
に

つ
い
て
考
え
て
み
る
。
ま
ず
、
前
掲
の
北

氏
系
図
の
実
兼
の
、
永
享
九
年
の
連
歌
会

の
興
行
に
つ
い
て
の
染
田
天
神
縁
起
に

ハむ

見
え
る
記
録
、

「毎
年
連
衆
事
」
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

永
享
九
年
九
月
十
六
日
御
千
句
発

句
脇
第

三
、
於
染
田
寺
始
行
之
、
小
山
戸

実
兼
立
願
、

利
生
多
き
神
も
世
々
ふ
る
千
秋
か
な
、
実
兼

こ
の
記
録
を
、
北
氏
系
図
の
そ
れ
と
比
較
し
て
み
る
に
、
内
容
的
に
違
う
の
は
、

姓
が
北
氏
で
な
く
小
山
戸
氏
に
な

っ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
小
山
戸
氏

を
北
氏
に
変
え
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

こ
の
改
変
は
、
北
吉
品
が
、
前
記
の
と

お
り
、
戦
国
時
代
末
期
以
来
の
北
畠
氏
磨
下
の
立
場
に
立

っ
て
行
な

っ
た
も
の
と

み
な
さ
れ
る
が
、
そ
れ
を
、
小
山
戸
氏

(改
変
す
る
と
、
北
氏
)
系
図
全
体
に
及

ぼ
し
た
も
の
と
み
て
違
い
な
か
ろ
う
。

そ
れ
は
、
云
う
ま
で
も
な
く
、
小
山
戸
氏

を
北
氏
に
変
え
た
の
み
で
な
く
、
北
畠
氏
磨
下
と
い
う
点
等
も
加
え
て
系
図
を
改

変
し
た
も
の
と
み
て
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
北
朝
年
号
を
南
朝
年
号
に
、

変
え
る
こ
と
は
な
か

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
北
氏

(小
山
戸
実
兼
)
は
、
同
系
図

に
も
あ
る
と
お
り
、
多
田
氏

(上
野
守
経
実
)
の
配
下
に
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
る
。

実
の
字

・
幕
紋
を
受
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
は
改
変
し
な
か

っ
た
ろ
う
。

原
本
の
ま
ま
と
み
な
さ
れ
る
。
連
歌
会
に
も
参
加
し
て
い
た
こ
と
は
、
前
記

「毎

年
連
衆
事
」
か
ら
も
明
ら
か
だ
、
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
後
述

の
と
お
り
、
多
田
氏
の
支
配
圏
は
北
朝
方
で
あ

っ
た
の
で
、
小
山

戸
氏
も
北
朝
年
号
を
使
用
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
年
号
の
改
変
も
必
要

で
あ

っ
た
の
に
、
北
吉
品
が
、
そ
れ
に
気
付
か
な
か
っ
た
の
は
、
改
変
の
時
期
が
、

お
よ
そ
二
百
年
後

の
元
禄
期
頃
だ

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に

考
え
る
と
、
元
禄
期
頃
、
何
故
に
北
吉
品
が
、
南
北
朝
時
代
の
記
録
に
ま
で
遡

っ

て
の
改
変
を
考
え
た
の
か
と
い
う
疑
惑
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
も
後
述
す

る
と
し
て
、
そ
の
前
に
彼
の
記
し
た
と
い
う
、
今

一
つ
の
記
録
で
あ
る

「
窪
氏
家

記
」
等

の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

三
、

「窪
氏
家
記
」

・
「
窪
氏
系
図
」
の
改
変
に
つ
い
て

　ユ

ま
ず
、

「
窪
氏
家
記
」
に
は
、

一
応
安
四
年

南
帝
西
征
将
軍
宮
九
州
御
征
罰
而
御
下
迎
白
石
参
河
入
道
泰
祐
、

窪
能
登
次
郎
兄
弟
共
新
田
ノ
人
々
二
伴
ヒ
下
リ
菊
池
肥
後
守
武
久
手

二
属
戦

死
申
由
太
平
記

ニ
モ
見

へ
申
候
弟
能
登
次
郎

ハ
今
川
了
俊
手

二
降
リ
是
モ
打

死
仕
由
太
平
記

ニ
モ
見

へ
申
候

一
同
七
年

二
菊
池
滅
テ
後
、
白
石
泰
祐
子
白
石
彦
太
郎

ハ
島
津
太
郎
清
久

二
従

ヒ
薩
摩
に
白
石
下
総
ト
云
今

二
在
之
由
聞
申
候

へ
共
無
二
通
路

一
候
得

ハ
不

存
候

(下
略
)

と
見
え
る
。
こ
れ
は
、
抜
葦

で
あ
る
が
、
末
尾
に
、

「享
保
九
年
甲
辰
年
林
鐘
日

北

月
峯
軒

八
十
歳

広
瀬
幸
右
衛
門
殿
」
と
あ
る
の
で
、
月
峯
晩
年
の
記
録
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と
み
な
さ
れ
る
。
そ
れ
は

「
右

ハ
御
所
望

二
候
間
書
申
候

(下
略
)
」
と
み
え
、

広
瀬
幸
右
衛
門
の
所
望
に
よ
り
書
い
た
書
簡
と
も
み
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
も

っ

と
も
、

こ
れ
は
吉
品
が
、
お
そ
ら
く
窪
氏
の
系
図
を
み
て
、
系
図
を
も
改
変
し
て

作
成
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
家
記
と
系
図
は

一
致
し
て
い
る
。
改

変
し
た
と
み
な
さ
れ
る
系
図
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
あ
る
。

『
大
和
志
料
』
上
、
七

二
八
頁

「
窪
氏
系
図
」

水
涌
式
部
長
子
水
涌
ト
云
-

白
石
三
河
入
道
泰
好

祐
朧
欝
舞

難

晶

太
難

灘
癖
薩親

詮

出
雲
守

と
こ
ろ
で
、
こ
の

「
窪
氏
家
記
」

や

「窪
氏
系
図
」
に
つ
い
て
、

『都
介
野
村

史
』
で
は
、
疑
惑
が
出
さ
れ
ズ
い
る
。
同
史
三
六
頁
に
は
、

「附
記
」
と
し
て
、

水
涌
庄
窪
氏
の
祖
は
白
石
三
河

入
道
称
し
九
州
に
下
り
菊
地
氏
に
従

い

『
延

文
四
年
菊
池
肥
後
守
武
久
の
手

に
属
し
武
家
と
戦
死
』
と
伝
え
て
い
る
。
太

平
記
第
三
十
三
巻
菊
池
軍
事
に
は
延
文
四
年
七
月
宮
方
の
菊
池
肥
後
守
武
光

の
軍
に
白
石
参
河
入
道
が
見
え

る
が
、
武
家
方
の
太
宰
筑
後
守
頼
尚
の
軍
に

は
窪
能
登
太
郎
泰
助

の
名
が
見
え

る
。
白
石
氏
と
窪
氏
と
敵
味
方
双
方
に
縁

故
の
あ
り
そ
う
な
名
が
見
え
る
か
ら
斯
く
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

九
州
の
白
石
氏
は
肥
前
国
杵
島
郡
白
石
邑
の
大
族
で
東
鑑
に
白
石
太
郎
見
え
、

弘
安
役
に
は
白
石
太
郎
通
泰
が
従
軍
し
て
い
る
。

と
あ
る
。
同
史
の
編
集
委
員
長
は
今
西
忠
男
氏
で
あ
る
か
ら
、
上
掲
の
疑
惑
を
持

っ

た
の
は
、
同
氏

で
あ
る
こ
と
に
違
い
な
か
ろ
う
。
従

っ
て
、
窪
氏
の
系
図
に
っ
い

て
も
、

『都
介
野
村
史
』
五
四
頁
で
は
、
疑
惑
の
点
は
省
い
て

「窪
氏
系
譜
」
と

し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

水
涌
式
部

正
安
年
中
ー

泰

光
舩
儲
軌
砒
鴎
蠣
断
有
ー

実

詮
拙
慧

舗

月
死

水
涌
庄
ヲ
知
行
ス

こ
の
系
譜
を
、
前
掲

の

「窪
氏
系
図
」
と
比
較
す
る
と
、
後
者

で
は
、
前
掲
系
図

に
見
え
る
能
登
太
郎

・
能
登
次
郎

・
彦
十
郎
の
除
去
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

こ
れ
ら
三
人
は
、
窪
氏
を
南
朝
方
と
関
係
さ
せ
る
た
め
に
、
九
州
の
白
石
氏

・
窪

氏
と
、
無
理
に
関
連
付
け
を
行
な

っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
関
係
付
け
を

行
な

っ
た
の
は
、
前
掲
の
広
瀬
幸
右
衛
門

へ
の
書
簡
か
ら
見
る
と
、
北
吉
品
で
あ

る
こ
と
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
改
変
と
み
な
さ
れ
る
。

実
は
こ
う
し
た
改
変
が
、
小
山
戸
氏
の
系
図

(改
変
し
て
北
氏
系
図
、
前
掲
)
に

も
な
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

四
、
改
変
の
根
拠

結
論
的
に
い
う
と
当
時
、
水
戸
光
囲
を
中
心
に

『
大
日
本
史
』

の
編
纂
が
進
め

ら
れ
て
い
た
が
、
改
変
の
根
拠
は
こ
の
こ
と
に
依
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
史
の
特

色
の

一
つ
に
南
朝
正
統
論
が
あ
る
。
当
面
、
こ
こ
で
同
論
が
問
題
と
な
ろ
う
。
こ

ハヨ

の
点
と
関
連
す
る
史
料
と
し
て
、
ま
ず

「
南
行
雑
録
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
雑
録

に
つ
い
て
、

『
国
史
大
辞
典
』

(吉
川
弘
文
館
発
行
)
に
は
、

南
行
雑
録

水
戸
藩
の

『
大
日
本
史
』
編
纂

の
た
め
の
採
訪
史
料
集
。
五
冊

本
。
徳
川
光
囲
は

『
大
日
本
史
』
の
紀
伝
編
修
に
あ
た

っ
て
、
特
に
南
朝
関

係
の
史
料
を
重
点
的
に
蒐
集
す
る
た
め
に
、
彰
考
館
の
史
臣
た
ち
を
各
地
に

派
遣
し
た
が
、

こ
の

『
南
行
雑
録
』
は
、
延
宝
八
年

(
一
六
八
〇
)
お
よ
び
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天
和
元
年

(
一
六
八

一
)
の
二
度

に
わ
た
り
佐

々
宗
淳
が
中
心
と
な

っ
て
、

同
僚

の
吉
弘
元
常

・
鵜
飼
真
昌

・
内
藤
貞
顕
ら
と
と
も
に
、
京
都

・
奈
良

・

高
野
山

・
吉
野

・
那
智

・
河
内
な
ど
の
各
地
に
史
料
を
採
訪
し
、
そ
の
成
果

を
ま
と
め
た
史
料
集
で
あ
る
。

(中
略
)
ほ
か
は
、
別
の
史
料
集
、
元
禄
二

年

(
一
六
八
九
)
の
大
串
元
善
編

『続
南
行
雑
録
』
、
同
五
年
の
佐
々
宗
淳

・

丸
山
可
澄
編

『
又
続
南
行
雑
録
』

で
あ
る
。

と
見
え
る
。
右
掲
の
末
尾
に

『
続
南
行
雑
録
』
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
の

ハお
　

「題
二
続
南
行
雑
録
首
一
」

に
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
見
え
る
。

天
和
改
元
歳
、
臣
常

・
臣
宗
淳
等
、
奉
レ
命
往
二
南
京
一
、
捜
d
索
遺
書

一
、

此
行
多
閲
二
寺
社
旧
記
一
、
妙
二
其
足
徴
一
者
、
纂
為
二
冊
子
一
、
命
日
二
南

行
雑
録
一
、

(中
略
)
元
禄
二
年

、
善

(中
略
)
就
二
春

日
神
主
家
乗

一
、

以
求
二
南
朝
事
　
一
、
留
幾
三
旬
、
数
詣
二
其
家
其
先
一
、
祐
茂
以
降
歴
世
皆

有
二
日
記
巻
軸

一
、
稠
畳
充
d
積

箱
筐

一
、

(中
略
)
因
命
日
二
続
南
行
雑

録

一
、

(中
略
)
彰
考
館
生
臣
善
、
書
二
干
洛
陽
邸
一
、

と
。
こ
の
、
京
都
の
邸
に
於
い
て
書
い
た
と
い
う
右
掲
の
題
辞
の
文
意
を
、
さ
き

に
掲
げ
た

「
南
行
雑
録
」
の
解
説
を
参
考
に
し
て
、
考
え
て
み
る
と
、

つ
ぎ
の
と

お
り
と
な
ろ
う
。
天
和
元
年

(
一
六
八

一
)
に
、
水
戸
藩
家
臣

・
彰
考
館
生
の
常

ハむ

(吉
弘
元
常
)
と
同
生
宗
淳

(佐
々
介

三
郎
宗
淳
)
等
が
、
水
戸
光
囲
の
命
に
よ

り
奈
良
に
行
き
、
残
さ
れ
て
い
る
記
録
を
探
訪
し
た
。
こ
の
行
事
は
多
く
の
寺
社

の
旧
い
記
録
を
調
べ
、
充
分
の
証
拠

(記
録
)
を
抜
き
書
き
し
、
そ
れ
を
集
め
て

冊
子
と
な
し
、
南
行
雑
録
と
命
名
し
た
と
い
う
。

つ
い
で
、
元
禄
二
年
同
生
善

(大
串
元
善
)
が
春
日
神
主
家
の
乗

(旧
い
記
録
)

に
つ
い
て
、
南
朝
の
事
　

(歴
史
)
を
求
め
て
幾
月
も

(奈
良
)
に
留
ま

っ
て
、

し
ば
し
ば
神
主
家
等
を
訪
問
し
た
。
祐
茂
以
降
歴
代
の
神
官
の
日
記

・
巻
子

・
軸

物
が
、
重
畳
と
し
て
箱

の
な
か
に
充
満

し
て
い
た
。
こ
れ
ら
を
調
べ
、
抜
き
書
き

し
、
集
め
、
冊
子
と
な
し
、
続
南
行
雑
録
と
命
名
し
た
と
い
う
。

『
続
南
行
雑
録
』

の
題
辞
等
か
ら
み
る
と
、
元
禄
期
前
後

は
、
奈
良
を
中
心
と
し
た
地
域
で
は
、
南

朝
の
旋
風
が
吹
い
て
い
た
と
み
て
も
良
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
風
に
誘
わ
れ

て
、
北
吉
品
は
、
戦
国
時
代
末
期
に
、
曾
祖
父
等
が
北
畠
氏
鷹
下
に
い
た
こ
と
に

鑑
み
、
さ
ら
に
は
、
南
北
朝
時
代
に
北
畠
氏
が
南
朝
方
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
を

想
起
し
て
、
そ
の
当
時
の
先
祖
も
北
畠
氏
磨
下
で
あ

っ
た
も
の
と
し
て
、
系
図
等

の
改
変
を
思
い
立

っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

五
、
多
田
氏
の
支
配
圏

つ
ぎ
に
、
多
田
氏
の
支
配
圏
が
北
朝
方
で
あ

っ
た
こ
と
に
つ
い
考
え
て
み
る
。

　お
　

ま
ず
、

「
染
田
天
神
縁
起
」
の

一
部
を
紹
介
し
よ
う
。

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

(前
略
)
愛
二大
和
国
山
辺
郡
東
山
内
多
田
順
実
、
依
二
信
仰
之
至
極

一
、
難

レ
演
二
毎
月

一
座
之
寄
詠
一
、
無
レ
奉
レ
拝
二
尊
像
一
之
間
、
朝
夕
愁
吟
、
令
二

昼
夜
欣
求
一
之
処
、
貞
治
年
中
旅
行
之
仁
、
不
慮
将
d
来
於
御
影

一
、

(下

略
)

　
マ
マ
　

こ
れ
は
、
東
山
内
の
多
田
順
実
が
天
神
尊
像
を
希
求
す
る
気
持
ち
で
毎
月
連
歌
会

を
催
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
あ
る
日
旅

の
僧
が
突
然
訪
れ
、
天
神
の
尊
像
を
与
え
て

忽
然
と
姿
を
消
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は
、
染
田
天
神
講
の
契
機
と
な
っ
た
縁
起
で

あ
る
が
、
当
面
こ
こ
で
、
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
年
号
が
北
朝
の
そ
れ
、
貞

治
年
中

(
一
三
六
二
～
七
)
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
天
神
講
が
結
成
さ

れ
る
と
同
講
田
の
買
得
な
ど
す
す
む
が
、
そ
の
年
号
は
ど
う
で
あ

っ
た
も
の
か
。

早
速
同
講
田
が
購
入
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
同
売
券
を
紹
介
す
る
と
つ
ぎ
の
と

お
り
で
あ
る
。

　お
　

売
渡

作
主
職
事

合
壱
段
者

本
馳
子
蜂

在
大
和
国
山
辺
郡
藺
生
庄
之
内

字
下
田

四
至
坪
付
等
庄
屋
在
レ
之

右
件
作
主
職
者
、
愛
夜
女
買
得
相
伝
之
処
也
、
多
年
領
掌
無
二
他
妨
一
之
間
、
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依
レ
有
二
要
用
一
、
限
二
直
米
参

石
伍
斗
一
、
天
神
講
衆
中

二
本
券
等
相
具

へ

令
二
沽
却

一
事
既
了
、
永
代
更

二
不
レ
可
レ
有
二
他
妨
一
、
傍
而
後
日
証
文
状

如
レ
件
、
貞
治
三
年
甲
辰
十

一
月
十

八
日

愛
夜
女
花
押

仙
覚
花
押

こ
の
売
券
の
年
号
は
貞
治
三
年
で
、
北
朝
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
云
う
ま
で
も
な
か

ろ
う
。
な
お
、
天
神
講

々
田
は
他
に
も
存
在
し
て
い
た
。
売
券

・
寄
進
状
合
わ
せ

て
二
〇
件
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
南
北
朝
時
代
の
も
の
は
、
前
掲
の
ほ
か

一
〇

　
ゼ件
で
あ
る
。
す
べ
て
北
朝
年
号

で
あ
る
が
、
念
の
た
め
、

つ
ぎ
に
掲
げ
て
お
く
。

(

マ

マ

)

(
北
)
暦
応
三
年
カ
ノ
ト
ノ
ミ

(
=
二
四
〇
)

(
北
)
文
和
五
年
丙
申

二
月
日

(
=
二
五
六
)

(北
)
貞
治
五
年
丙
午
三
月
日

(
=
二
六
六
)

(北
)
貞
治
五
年
丙
午
十

一
月
廿

一
田

(北
)
応
安

二
年
己
酉
三
月
八
日

(
=
二
六
九
)

(北
)
康
暦
元
年
己
未
九
月
日

(
=
二
七
九
)

(北
)
康
暦
二
年
庚
申
五
月
日

(
一
三
八
〇
)

(
マ
マ
)

(北
)
康
暦
弍
年
癸
申
卯
月
廿
弍

日

(北
)
至
徳
三
年
丙
寅
二
月
六
日

(
一
三
八
六
)

(北
)
至
徳
四
年
丁
卯
三
月
十
四
日

(
=
二
八
七
)

六
、
来
迎
寺
五
輪
塔

・
段
米
注
進
状
の
年
号

つ
ぎ
に
、
東
山
内
全
域
の
動
き
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
郷
墓
寺
来
迎
寺
の
南
北
朝

時
代
の
五
輪
堀
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
・

つ
ぎ
の
と
お
り
七
基
で
あ
る
。

(
北
)
康
永
二
年

(
一
三
四
三
)

(
北
)
観
応
二
年
六
月

(
=
二
五

(北
)
貞
治
三
年
口
月
廿
日

(
=
一
)

二
六
四
)

(北
)
貞
治
四
季
乙
巳
四
月
六
日

(
=
二
六
五
)

(北
)
貞
治
四
年
八
月

二
十
八
日

(北
)
貞
治
六
年
丁
未
六
月

一
日

(
=
二
六
七
)

(南
)
正
平
廿
三
戊
申
八
月
初

一
日

(
=
二
六
八
)

七
基
の
う
ち
六
基
ま
で
が
北
朝
年
号
で
あ
る
が
、
南
朝
年
号
の
五
輪
塔
も

一
基
存

在
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
い
ち
お
う
、
両
年
号
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
こ

と
を
示
す
も
の
と
み
て
も
よ
か
ろ
う
。
そ
の
関
係
は
、
圧
倒
的
に
北
朝
方
の
勢
力

が
強
か

っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
よ
う
。
以
上
か
ら
見
る
と
、
東
山
内
は
、
ほ
と
ん
ど

が
北
朝
方
の
支
配
下
に
あ

っ
た
も
の
と
み
て
も
良
さ
そ
う
で
あ
る
。
も

っ
と
も
南

北
両
朝
の
支
配
を
窺
わ
せ
る
史
料
と
し
て
貞
和
三
年
の

「
興
福
寺
造
営
料
大
和
国

　ま

八
郡
段
米
田
数
並
済
否
注
進
状
」
に
見
ら
れ
る
南
北
両
朝
の
支
配
下
の
庄
園
は
別

　ヨ表
の
と
お
り
で
あ
る
。
同
表
に
よ
る
と
、
小
山
戸
は
南
朝
方
の
支
配
下
に
あ

っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
注
進
状
に
よ
る
と
、

「
号
二
宮
方
進
納
一
」
し
た
と

い
う
こ
と
だ
か
ら
、
そ
れ
が
実
質
を
伴

っ
た
場
合
も
あ

っ
た
に
し
て
も

(吉
野

・

　ヨ

宇
陀
両
郡
の
場
合
)
、
売
券

・
寄
進
状
の
ほ
か
五
輪
塔
の
ほ
と
ん
ど
が
、
前
記
の

と
お
り
北
朝
年
号
を
も

っ
て
い
る
当
地
方
で
は
、
段
米
未
進
の
言
い
訳
と
受
け
取

る
の
が
穏
当
と
み
な
さ
れ
る
。

小
山
戸
氏
は
後
述
の
と
お
り
、
中
世
後
期
を
通
じ
て
北
朝
方
の
筒
井
氏
側
に
あ

っ

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
注
進
状
で
は
藺
生
は
南
朝
方
に
進
納
と
な

っ
て
い
る

が
、
前
掲
売
券
の
売
却
人
の
愛
夜
女

・
仙
覚
は
藺
生
の
住
人
と
考
え
ら
れ
る
が
、

年
号
は
北
朝
年
号
と
な

っ
て
い
た
。
こ
の
場
合
も
宮
方
に
進
納
と
い
う
の
は
、
未

進
の
言
い
訳
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
の
点
、
天
神
講
々
田
の
う
ち
、
貞
治
五
年
十

一

(η
)

(23
)

月
廿

一
日
の
水
涌
の
売
券
、
応
安
二
年
三
月
八
日
の
南
殿
の
売
券
に
つ
い
て
も
同

様
で
、
注
進
状

で
は

「
号
二
宮
方
進
納
一
」
と
あ
る
に
し
て
も
、
藺
生
の
場
合
と

同
じ
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
宮
方
進
納
を
即
南
朝
方
と
す

る
の
は
問
題

で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は

『
都
祁
村
史
』
八
二
頁
で
、
お
そ
ら
く
今
西

忠
男
氏
が
、
す

で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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七
、
多
田

・
小
山
戸
氏
の
動
き

多
田
氏
の
支
配
圏
が
、
そ
の
使
用
年
号
か
ら
み
て
北
朝
方
で
あ

っ
た
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
は
前
記
し
た
。
こ
の
か
ぎ
り
、
南
北
朝
時
代

・
室
町
時
代
を
通
じ
て
、

大
和
平
坦
地
域

(国
中
、
く
ん
な
か
)
と
の
関
係

で
は
、
多
田
氏
は
筒
井
氏
側
に

あ

っ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
と
し
て
も
、
そ
れ
は
筒
井
党
と
い
う
程

で
は
な
か

っ

　ヨ

た
ろ
う
。
と
い
う
の
は
大
和
永
享
の
乱

に
お
い
て
も
、
多
田
氏
は
筒
井
方
と
し
て

参
戦
は
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

一
方
、
多
田
氏
を
中
心
と
す
る
染
田
天
神
講
に
、
国
中
の
豊
田
頼
英
が
正
長
六

年

(永
享
元
年
か
、
な
い
し
同
五
年
か
)
三
月
、
初
め
て
参
会
し
て
い
る
。

二
回

目
の
参
会
は
永
享

=

年

=

月
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
大
和
永
享
の
乱
の
直
前
な

い
し
乱
中
と
、
ほ
ぼ
同
乱
の
終
息
し
た
時
期
で
の
参
会

で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
明

ら
か
で
は
な
い
が
、
い
ち
お
う
、
多
田
氏
の
同
乱

へ
の
参
戦
を
求
め
て
の
こ
と
と

も
み
な
さ
れ
る
。
同
乱
は
豊
田
頼
英
が
井
戸
氏
と
争

っ
て
、
同
乱
の
契
機
を
為
し

ハ　

た
か
ら

で
あ
る
。

こ
の
合
戦
で
は
越
智
氏
が
豊
田
頼
英
に
協
力
し
、
筒
井
氏
は
井

戸
方
と
な

っ
た
か
ら
、
多
田
氏
が
、
豊

田
頼
英
の
誘

い
に
乗

っ
て
同
乱
に
参
戦
し

た
と
す
れ
ば
、
筒
井
氏
と
戦
う
こ
と
に
な

っ
た
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
多
田
氏
は
動

か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
豊
田
頼
英
は
、
以
後
も
天
神
講
に
は
、
嘉
吉
元
年

(
一

四
四

一
)
、
文
安
元
年

(
一
四
四
四
)
、
同
四

・
五
年

・
宝
徳
元
年

(
一
四
四
九
)

ハき

　　　

と
漸
次
参
会
度
が
高
く
な

っ
て
い

っ
た
。

つ
い
で
応
仁
の
乱

で
は
、
豊
田
頼
英
は

動
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
多
田
氏
も
同
様
と
み
な
さ
れ
る
。
し
か
し
、
文
明

ハ　

一
四
年

(
一
四
八
二
)
に
な
る
と
、

「
河
内
引
汲
衆
」

(畠
山
義
就
方
の
越
智
党
)

の
う
ち
に
、
豊
田
頼
英
と
と
も
に
多
田
某
が
見
ら
れ
る
。

一
方
、

こ
れ
に
対
立
す

　お
　

る

「
大
和
衆
官
領
方
引
汲
牢
人
」

(畠

山
政
長
方
の
筒
井
党
)
の
う
ち
に
、
小
山

戸
氏
が
見
え
る
。

つ
ま
り
、
多
田
氏
は
、
豊
田
頼
英
に
引
き
込
ま
れ
て
越
智
党
に

入

っ
た
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
れ
は
筒
井
党
が

「牢
人
」

(前
掲
)
と
あ
る
よ
う
に
、

久
し
く
、
越
智
党
に
圧
倒
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
も
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

注
目
さ
れ
る
の
は
、
小
山
戸
氏
は
依
然
と
し
て
筒
井
党
内
に
あ

っ
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
い
わ
ば
南
北
朝
時
代
以
来
戦
国
時
代
初
期
に
い
た
る
問
、
小
山
戸
氏
は
節
操

を
守

っ
て
い
た
と
も
み
な
さ
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
文
明

一
九
年
よ
り
越
智

・
筒
井
両
党
の
合
戦
は
東
山
内
に
も
及
ん

で
く
る
。
多
田

・
小
山
戸
両
氏
の
、
両
党
と
の
関
係
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
で
あ
る
。

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
同
年
正
月

=
二
日
条
に
は
、

依
二
山
内
動
乱
一
、
向
淵
庄

・
小
山
戸
以
下
、
其
在
所
無
二
正
体
一
之
間
、

(中
略
)
自
二
旧
冬

一
国
中
衆
各
在
陣
了
、
早
山
城

二
閉
籠
衆
、
早
山

・
筒

井

・
沢
新
助
以
下
也
、
大
略
筒
井
方
者
共
云
々
、
対
陣
衆
多
田

・
上
笠
間

・

古
市

・
越
智
方
手
者
共
也
、
去
年
秋
よ
り
両
陣
合
戦
及
二
度

々
一
、
帳

(張
)

本
多
田
也
、

と
見
え
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
文
明

一
八
年
秋
以
来
東
山
内
で
は
、
越
智
方
の
多

田

・
上
笠
間
以
下

の
者
ど
も
に
よ
り
筒
井
方
の
向
淵
庄

・
小
山
戸
以
下
の
在
所
が

正
体
の
な
い
ま
で
に
破
壊
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
早
山
城
に
は
早
山

・
筒
井

・

沢
新
助
以
下
筒
井
方

の
者
が
立
て
籠

っ
て
い
た
。
こ
の
東
山
内
の
合
戦

の
元
は
、

多
田
と
早
山
の
争

い
に
始
ま

っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ

っ
た
と
い
う
。

ま
と
め

最
後
の
七
項
の
、
多
田

・
小
山
戸
両
氏
の
動
き
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
小
山

戸
氏
は
南
北
朝
時
代
以
来
戦
国
時
代
初
期
に
至
る
間
、

一
貫
し
て
筒
井
方
に
あ

っ

た
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
の
間
、
小
山
戸
氏
が
、
そ
の
配
下
に
あ

っ
た
と
み
な
さ
れ

る
多
田
氏
は
、
戦
国
時
代
初
期
に
は
越
智
方
に
転
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら

み
る
と
、
小
山
戸
氏
の
筒
井
方

へ
の
意
志

の
強
さ
が
う
か
が
え
よ
う
。
そ
の
小
山

戸
氏
が
、
戦
国
時
代
中
期
、
天
文
元
年

(
一
五
三
二
)
九
月
五
日
以
後
北
畠
氏
の

磨
下
と
な

っ
た
が
、
そ
の
理
由
は
当
面
、
不
明
と
見
る
ほ
か
な
い
。

た
だ
、
北
畠
氏
は
、
正
長
元
年

(
一
四
二
八
)
満
雅
が
後
南
朝
の
小
倉
宮
を
奉
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じ
て
挙
兵
し
た
が
敗
死
し
て
以
後
、
そ

の
子
教
具
が
、
嘉
吉
の
乱
後
、
彼
を
頼

っ

て
き
た
赤
松
教
康
を
殺
す
な
ど
、
幕
府

に
対
し
忠
誠
を
見
せ
て
お
り
、
幕
府

へ
の

依
存
度
を
深
め
て
い

っ
た
。

一
族
や
在
地
領
主
を
統
制
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
幕

府
の
権
威
が
必
要
で
あ

っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

従

っ
て
、
天
文
期
で
は
、
北
畠
氏
も
筒
井
氏
も
、
幕
府
と
の
関
係
で
は
、
何
も

差
は
な
か

っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
幕
府
の
権
威
自
体
が
失

墜
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
七
項
で
引
用
し
た

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』

文
明

一
九
年
正
月

一
三
日
条

に
は
、
以
前
南
朝
方

・
後
南
朝
方

で
あ

っ
た
沢
氏

(新
助
)
が
筒
井
氏
方
と
な

っ
て
い
る

こ
と
が
窺
え
る

・
ま
た
、
応
仁
の
乱
以
後

　
　
　

は
、
後
南
朝
の
勢
力
は
崩
壊
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
小
山
戸
氏
が
北
畠
氏
の
鷹

下
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
南
朝

・
後
南
朝

と
は
何
の
関
係
も
な
か

っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
以
後
、
約

一
五
〇
年
を

へ
て
、

元
禄
期
に
北
吉
品
が
、
北
氏
の
、
戦
国
期
以
後
の
立
場
、
北
畠
氏
の
磨
下
で
あ

っ

た
こ
と
を
根
拠
に
、
南
北
朝
時
代
に
ま

で
遡
ら
せ
て
、
小
山
戸
氏
の
系
図
を
改
変

し
て
、
南
朝

の
忠
臣
で
あ

っ
た
と
見
せ
よ
う
と
し
た
の
は
、
水
戸
光
囲
が
起
こ
し

た
南
朝
風
の
仕
業
と
見
る
の
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。
問
題
は
、
北
吉
品
の
改

変
に
よ

っ
て
、
東
山
内
、
南
北
朝
時
代

の
歴
史
が
曲
げ
ら
れ
て
今
日
に
至
っ
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
、
こ
れ
を
元
に
戻
す
前
提
と
し
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

も

っ
と
も
、
元
に
戻
し
た
東
山
内

の
南
北
朝
時
代
の
歴
史
は
、
未
熟
な
が
ら
、
拙

稿

『
奈
良
県
史
』

=

巻
、

(
大
和
武
士
)
に

「東
山
内
衆
」

(第
九
節
)
と
し

て
公
表
し
た

(平
成
五
年
五
月
二
十
五
日
発
行
)
。

な
お
、
同
節

の

「
東
山
内
衆
」

で
は
、
迂
闊
に
も

「
伊
勢
国
司
諸
侍
役
付
」
に

は
、
北
氏
は
見
ら
れ
な
い
と
し
て
立
論
し
た
。
こ
の
小
論
に
よ
り
訂
正
し
た
い
。

註

(
1
)
染

田
天
神
社
蔵
。

(
2
)
『
民
族
仏
教
と
祖
先
信
仰
』
所
収
。

(
3
)
『
戦
国
大
名
論
集
』

五
所
収
。

(
4
)
『
奈
良
大
学
紀
要
』
第

二
〇
号
所
収
。

(
5
)
『
大
和
志
料
』
上
、
七

一
八
～
九
頁
。

(
6
)
同

書
、
七

二
〇
頁
。

(
7
)
『
大
和
文
化
研
究
』
第
九
巻

八
号
所
収
。

(
8
)
内
閣
文
庫

蔵
。

な
お
、

「
小
山
俣
戸
」

の
俣

の
右

に

「
ヒ
カ
」

(
抹
消

力
)
と
あ
る
。

従

っ
て

「
小

山
俣

戸
」

は

「
小
山
戸
」
と
な
り
、
北
吉
品

の
挿
入
改
変
と
は
関
係

な
い

史
料
と
、

い
ち
お
う
見

な
さ
れ
よ
う
。

な
お
、
当
史
料

の
天

正

一
〇
年
も
問
題
と
考
え
ら
れ
る
が
、

北
氏
に
よ
る
挿
入
等
は
、

前

記
の
と
お
り
考

え
ら
れ

な
い
も

の
と
、

い
ち
お
う
み
な
し

て
、

当
史
料
を
そ
の
ま
ま

使

用
し

て
お
く
。

(
9
)
竹
田
聴
州
氏
前
掲
書
、
六
七

三
頁
。

(
10
)
『
大
和
志

料
』

上
、

八

一
八
頁
。

(
11
)
同

書
、

七
三
〇

～

三
四
頁
。

(
12
)
東
京
大
学
蔵

(
影
写
本
)
。

(
13
)
『
続

々
群
書
類
従
』
三
所
収
。

(
14
)
『
水
戸
黄
門
漫
遊
記
』

の

「
助
サ

ソ
」

の
モ
デ
ル
と

い
わ
れ

て
い
る
。

(
15
)
染
田
天
神
社
蔵
。

(
16
)
同

右
。

な
お
、

同
売
券

の

「
作
主
職
」

と
は
、

一
定

の
条
件

(
地
子
の
完
納
等

)
の

も
と

で
の
土
地

(
田
地
)

の
私
有
権
な
い
し
そ
の
そ
の
得
分
権
と
考

え
ら
れ
る
。

(
17
)
染
田
天
神
社
蔵
。

(
18
)
竹
田
氏
前
掲
書
、

六
四
六
～

四
七
頁
。

(
19
)
『
春
日
大
社
文
書
』
第

四
巻
、
七
九
五

・
七
九

六
号
。



朝倉:北 吉品の記録を考える一大和国東山内地域の南北朝時代史に関 して一
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(
20

)

『
奈

良

県

史

』

一

貞和頃の東山内諸荘園の動向表1

大 乗 院 領 一 乗 院 領 寺 務 領

南

朝

南 小 仁 仁 向 水 長 切 藺 滝 深
殿 山 興 興 淵 涌 滝 幡 生 野 野
戸 上 下

小 大 堂 芭
蔵 塩 前 原

(帰 属 不 明)

葉 下 下 三

山 深 荻 箇

河 谷

北

朝

上 中_山 山 針 針 牟 靹 尻 箕 助 多 染

深 萩荻 田 田 別 山 田 押 輪 命 田 田

河)上 下 所

伏
拝

朝

北

朝

殿 山 興 興 淵 涌 滝 幡 生 野 野
戸 上 下

上 中_山 山 針 針 牟 靹 尻 箕 助 多 染

深 萩荻 田 田 別 山 田 押 輪 命 田 田

河)上 下 所

蔵 塩 前 原

伏
拝

葉 下 下 三
山 深 荻 箇
河 谷

註 南朝方としたのは 「号宮方進納」とある荘園。その記載のない荘園は、抑留分の有無

にかかわらず北朝方とした。少 くとも宮方に段米を渡 してはいないとみなされるから

である。

養

互

耳

表
1
0

(
21
)
『
春

日
大
社
文

書
』
第

四
巻
、

七
九
五
号
。

(
22
)
染

田
天
神
社
蔵
。

(
23
)
同

右
。

(
24
)
『
奈
良
県
史
』

一
一
巻
、

九
七
頁
～
。

(
25
)
同

右
、
九

八
頁
。

(
26
)
『
奈
良
大
学
紀

要
』

二
〇

号
所

収
、
前
掲

拙
稿
、

七
頁

の
表

2
。

(
27
)
同

右
、

六
頁
。

『
奈
良
県
史
』

一
一
巻
、

=
二
九
頁
。

(
28
)
『
大
乗
院
寺
社

雑
事

記
』

文
明

一
四
年

一
二
月
三
〇

日
条
、
七
巻

四
七

五
頁
。

(
29
)
同

書
、
同

日
条
、

七
巻

四
七
六
頁
。

(
30
)
『
奈
良
県
史
』

一
一
巻
、

=
一=

頁
。
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